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前略
平素は、ナノ医療イノベーションセンター (iCONM) の運営ならびに活動に対して多大なご支援を賜り
厚く御礼申し上げます。iCONMニュースレター2022年度冬号をお届けします。
2022年10月に、「医工看共創が先導するレジリエント健康長寿社会」をビジョンとして据えた私どもの
提案が文部科学省/JSTの「共創の場形成支援プログラム」に採択されました。拠点の正式名称は
「レジリエント健康長寿社会の実現を先導するグローバルエコシステム形成拠点」ということですが、もう
少し身近なものとして捉えて頂ければと “CHANGE” という呼称をプロジェクトメンバーで創りました。プロ
ジェクト COINS から続く「体内病院」を完成させるためには、今の検査・診断法を根本から見直す必
要があり、この在宅ケアのイノベーションをテーマの一つとするプロジェクト CHANGE の成果は、そこにも
大きく関わってきます。新型コロナの在宅療養を支えたパルスオキシメーターのように、まずは誰でも簡単
に使えるケア製品がこれからの時代は必要になると思われます。ウイルスの抗原検査も各家庭で行える
ようになりました。ある意味、社会を変える CHANCE なのかもしれません。

草々
2023.2.1. iCONM センター長、東京大学名誉教授 片岡一則
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ご挨拶



ハイライトニュース①
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片岡一則センター長が、6年連続7回目の高被引用論文著者に選出。
イノベーションを加速する知見や分析結果を提供するク

ラリベイト社（英国）は、2022年度の高被引用論文著者
（Highly Cited Researchers ™）を発表し、iCONMの片岡一
則センター長が、そのひとりとして選出されました。同氏
の選出は6年連続7回目となります。
https://www.webofscience.com/wos/author/record/1839962

また、さらには、2021年12月6日にMicrosoft Academic Graph

から収集したデータに基づいた第1回化学領域トップ科学者
ランキングで片岡一則センター長は国内2位、世界43位とな
り、Chemistry in Japan Leader Award を受賞しました。こ
の順位は、科学者のD-index（Discipline H-index）を基本と
し、論文数と引用数を加味して評価したもので、Microsoft

Academic Graphに登録される166,880人の科学者を対象にし
た綿密な調査に基づく信頼性の高いリストとなります。化
学分野では、35,760人以上のプロフィールが調査されまし
た。同時に、Best Scientist Award とMaterials Science in

Japan Leader Awardも受賞しています。
https://research.com/scientists-rankings/chemistry

https://www.webofscience.com/wos/author/record/1839962?fbclid=IwAR3bdl7kYndGvgZfnWLhbYwHyCdYBZiaXpr07yuyxj-xJ3V2rES5fOduYx4
https://research.com/scientists-rankings/chemistry?fbclid=IwAR1nRqRuXHtQ5QNQXpe1TeW2m5yk55pSmUDOsWThX0yN_9I9Y5MihpLj53o


ハイライトニュース②
5

文部科学省/JST 「共創の場形成支援プログラム (COI-NEXT)」（共創分野・本格
型）に採択された「レジリエント健康長寿社会の実現を先導するグローバルエコシステム
形成拠点」の呼称が CHANGE に決定！

COI-NEXTが謳う「人が変わる。社会が変わる。大学が変わる」というキャッチフレーズを基盤とし、CHANCEの
CにTを重ねるとCHANGEになるという C to G with Ts を表しています。本ロゴにおいては、新たな夜明けとし
て海面に昇るアプリコットオレンジ（看護の暖かさ）の CHANCE に工学のトーンで描いたTを重ねたデザインと
なっています。

社会課題をイノベーション創出と産業化のCHANCE（好機）と捉え、優れたTechnology（技術）と
Talent（人材）に加えて、多様性に対するTolerability（寛容性）そして Thoughtfulness（思いやり）
をもって社会にCHANGE（変革）をもたらす活動を私たちは行います。



ハイライトニュース③
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Cabral 客員研究員らは、難治性がんのシールドを弱体化させて免疫や抗がん剤の攻撃を
援護するナノマシンを開発。難治性乳がんへの有効性を動物モデルで実証し、その結果は、
Nature Communications に掲載。

トリプルネガティブ乳がん(TNBC)などの難治性がんは、間質と呼
ばれる線維組織が発達し、まるでエネルギーシールドで覆われた
エイリアンの宇宙船のごとく免疫細胞や抗がん剤といった外部から
の攻撃を寄せ付けません。がんのシールドとして機能している間
質を弱体化させ、免疫療法や化学療法を奏効させる研究が進
んでいます。古くからある抗アレルギー薬「トラニラスト」が異常増
殖する線維組織を正常化させることに着目し、それをナノマシン
に搭載してTNBCモデルマウスに投与しました。その結果、ミセル
化せずにトラニラストを使用した場合と比べ1/100量で間質を弱
体化することができ、その結果、抗がん剤との併用により腫瘍の
消失と免疫の保持が確認されました。本研究成果は、11/22
付 Nature Communications に掲載されています 。
https://doi.org/10.1038/s41467-022-34744-1

https://doi.org/10.1038/s41467-022-34744-1


ハイライトニュース④
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iCONMの施設紹介、体内病院と看民工学の連携、プロジェクトCHANGEの取組みにつ
いて、Medical Note および Yahoo News で紹介される。

1/5から6日にかけて、 iCONMに関するニュースが3報連続で、
Yahoo News にて紹介されました。これは、国内で最多のアクセス
数を誇る医療情報サイト Medical Note への掲載によるものです。

① プロジェクトCHANGEについて
医療×工学×看護で人々を健康長寿に導く―だれでも手
軽に使えるケア技術の創出目指す（Medical Note） -
Yahoo!ニュース

① 体内病院と看民工学について
「ミクロの決死圏」現実に?! ナノ医療イノベーションセ
ンターが目指す「体内病院」とは（Medical Note） -
Yahoo!ニュース

① iCONM施設紹介
革新的医療技術を生み出すナノ医療イノベーションセン
ター―施設内を紹介（Medical Note） - Yahoo!ニュース

看護研究者 X 工学研究者

東大GNRC
五十風 歩 准教授

東大・工学
一木隆範 教授

iCONMの施設紹介をする
山本美里・広報担当

https://news.yahoo.co.jp/articles/a293aec772aff2bebc2a5815453112145a1b174d
https://news.yahoo.co.jp/articles/0b5fa41d142064f402cdf308fea44bc94bc98cd9
https://news.yahoo.co.jp/articles/e0e8c1cb60ed4a4e5c61b28cf48ccc8e9c982c45


発表論文・叢書 (2022年10月-12月公開）
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No. 公開日 論文題目 雑誌名 iCONM主要著者

#35 221227
Recent trends in interorganizational deal networks in pharmaceutical and 
biotechnology industries
https://doi.org/10.1016/j.drudis.2022.103483

Drug Discovery Today S. Sengoku

#34 221224
Polymeric ligands comprising sulfur-containing amino acids for targeting 
tumor-associated amino acid transporters
https://doi.org/10.1016/j.biomaterials.2022.121987

Biomaterials N. Nishiyama

#33 221221
Translational nanomedicine potentiates immunotherapy in sarcoma by 
normalizing the microenvironment
https://doi.org/10.3390/gels8120830

J. Controlled Release H. Kinoh

#32 221216
Decoupling between Translational Diffusion and Viscoelasticity in 
Transient Networks with Controlled Network Connectivity
https://doi.org/10.3390/gels8120830

Gels K. Miyata

#31 221122
Publishing Translational Research of Nanomedicine in ACS Nano
https://doi.org/10.1021/acsnano.2c10967

ACS Nano K. Kataoka

#30 221122
Polymeric micelles effectively reprogram the tumor microenvironment to 
potentiate nano-immunotherapy in mouse breast cancer models
https://doi.org/10.1038/s41467-022-34744-1

Nature Communications
H. Cabral
K. Kataoka

過去の論文記録は以下のサイトから閲覧できます。 https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities.html



発表論文・叢書 (2022年10月-12月公開）
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No. 公開日 論文題目 雑誌名 iCONM主要著者

#29 221108
Urinary extracellular vesicles signature for diagnosis of kidney disease
https://doi.org/10.1016/j.isci.2022.105416

iScience T. Ichiki

#28 221107
Polymeric Iron Chelators for Enhancing 5-Aminolevulinic Acid-Induced 
Photodynamic Therapy
https://doi.org/10.1111/cas.15637

Cancer Science N. Nishiyama

#27 221101
Rose Bengal Decorated NaYF4:Tb Nanoparticles for Low Dose X-ray-
Induced Photodynamic Therapy in Cancer Cells
https://doi.org/10.1021/acsabm.2c00801

ACS Applied 
Biomaterials

K. Miyata

#26 221028
Thermo-Responsive Polymer-siRNA Conjugates Enabling Artificial Control 
of Gene Silencing around Body Temperature
http://doi.org/10.1007/s11095-022-03414-8

Pharmaceutical 
Research

N. Nishiyama

#25 221017
Effects of physico-chemical treatments on PLGA 50:50 electrospun
nanofibers
https://doi.org/10.1016/j.polymer.2022.125400

Polymer T. Ichiki

過去の論文記録は以下のサイトから閲覧できます。 https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities.html



iCONMコラム
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産業情報かわさき12月号掲載

iCONMコラム⑨ 「貼るだけ人工すい臓」
医科歯科大・松元 亮 先生 監修

iCONMコラム⑧ 「肥満の話」
東工大・西山伸宏先生 監修

産業情報かわさき11月号掲載

iCONMコラムは、「産業情報かわさき」誌の偶数号に掲載。
同誌のバックナンバーは、以下のサイトから閲覧できます。
https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html

https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html


看民工学コラム
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産業情報かわさき1月号掲載

看民工学コラム④ 「若手看護師の声」
車田 恵 先生（川崎市立川崎病院 看護部）

産業情報かわさき11月号掲載

看民工学コラム⑤ 「医師からの看民工学への期待」
総合川崎臨港病院・渡邊嘉行 理事長

看民工学コラムは、「産業情報かわさき」誌の奇数号に掲載。
同誌のバックナンバーは、以下のサイトから閲覧できます。
https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html

https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html


実施済イベント（2022年10月～12月）
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第６回学術セミナー（座長：片岡一則） 第７回学術セミナー（座長：片岡一則）

日時：2022年12月16日 13:45開場 14:00開演
場所：ZOOMによるオンライン開催

演題：新規医療モダリティ時代に加速する薬物動態研究の新たな様相（仮題）
～体内のブラックボックスを可視化する最先端技術とのインターフェース～

講師：平林 英樹 先生（武田薬品工業 薬物動態研究所 所長）

日時：2022年11月30日 9:45開場 10:00開演
場所：Hybrid 開催

演題：Selective synthesis of chitosan nano-
conjugates for photochemical 
internalization cancer therapy

講師：Prof. Már Másson
Faculty of Pharmaceutical Science
University of Iceland



実施済イベント（2022年10月～12月）
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第５回市民公開講座

第5回市民公開講座
パネルディスカッション

大変満足

5名 29%

満足

8名 47%

普通

4名 24%

参加者の声
• 興味深い内容を分かり易く説明いただきました。
• 質が高かったと思います
• 具体的な説明がよかった
• 特に松元先生のマイクロニードルの今後の展開で医療が改革されると感じたから
• レベルが高かった。リアルな現場の話が聞けた。
• 皆さんが熱心にお話しされていたから。
• 普段なかなか聴くことが出来ない先生方のお話が聴けたので貴重な機会になりました。
• 一木先生がサッカーのニュースから始められたので面白かったです。糖尿病ケアの実際、

これからの糖尿病治療や生活習慣管理、糖尿病を取り巻く社会的な問題、多岐にわたる情報
があり、参加してよかったです。

事前登録者数： 74名
参 加 者 数： 46名
アンケート回答者：17名



実施済イベント（2022年10月～12月）
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市民交流会＠生田緑地 宙と緑の科学館 （11月の土日祝日に開催）

VRを用いた認知症体験ナノマシンの模型展示

体内病院の動画上映 専門スタッフによる質疑応答

協力：東大GNRC



イベント予告
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プログラム：
開会挨拶 三浦 淳 公益財団法人川崎市産業振興財団 理事長
来賓挨拶 松元洋一郎 共創の場形成支援プログラム プログラムディレクター

久世和資 共創の場形成支援プログラム 共創分野プログラムオフィサー
梅原弘史 文部科学省科政局産地課 拠点形成・地域振興室 室長

市長挨拶 福田紀彦 川崎市長
１．プログラム概要説明 一木隆範 プロジェクトCHANGEプロジェクトリーダー

（iCONM 研究統括 / 東京大学大学院工学系研究科教授）
２．研究テーマ紹介 内田 建 研究テーマ１ リーダー

松元 亮 研究テーマ２ リーダー
西山伸宏 研究テーマ３ リーダー
五十風 歩 研究テーマ４ リーダー
仙石愼太郎 研究テーマ５ リーダー

パネルディスカッション モデレーター： 一木隆範 プロジェクトリーダー
パネリスト： 上記 研究テーマリーダー

３．FOB* セッション 看護の将来をどうみるか？
川崎市立川崎総合科学高校2年生/川崎市内の若手看護師

パネルディスカッション モデレーター： 島﨑 眞 副プロジェクトリーダー（連携推進）
パネリスト： 鈴木奈美 川崎協同病院 副看護部長

白﨑 功㈱リリアム大塚 代表取締役社長
主濱瑠純 第一生命HD㈱ マネージャー
五十風歩 研究テーマ４ リーダー

閉会挨拶 片岡一則 公益財団法人川崎市産業振興財団 副理事長
ナノ医療イノベーションセンター センター長

*FOB: Future Opinion Board（将来の当事者として発言を行う方々）

参加登録は以下のサイトまたは右のQRコードからお願いします。
https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/form/changesympo2022/



編集後記
本日、iCONM ニュースレター 2022年度冬号を配信させて頂きました。四半期ごとの出来事や学術成果
を記した本ニュースレターをご覧いただくことで、少しでも私たちの取組に関し理解を深めていただければ幸甚に
存じ上げます。

今は、誰でも手軽に電話機で写真を撮ってすぐに仲間と共有できる時代ですが、感光式フィルムカメラの時
代にあっては、写真屋さんに現像をお願いしプリントしてもらう必要がありました。自分で撮った写真を見るまで
に数日を要しました。しかし、写真屋さんも人手不足となり、また、すぐに撮った写真をみんなで楽しみたいという
欲求がデジタルカメラを生み出しました。看護の世界も同じで、在宅医療への急速なシフトに伴い、ケア人材の
不足と、誰もが手軽に扱えるケア製品への欲求が社会課題となっています。

この社会課題の中にあるイノベーションの種を探し出し、発芽させ、上手に育てることができれば、新産業を生
み出すことができるわけで、今は、まさにその CHANCE と言えます。これまであまり理工学が介入してこなかっ
た看護の世界。Tではじまる工学的要素を加味することで、人と社会のCHANGEを行います。

引き続きのご支援とご鞭撻を何卒よろしくお願い申し上げます。

川崎市産業振興財団
ナノ医療イノベーションセンター
イノベーション推進チーム
iconm-pr@kawasaki-net.ne.jp

Photo: 多摩川スカイブリッジ (3/12開通）
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